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語文96(20H・ 6大阪大学国語国文学会)

ロ
ー
マ
字
本
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
オ
段
合
拗
長
音
表
記

―
―
抄
物
の
表
記
と
の
対
照
を
通
し
て
―
―

一
　

は
じ
め
に

ロ
ー
マ
字
本
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
お
け
る
日
本
語
の
綴
字
に
つ
い
て
は
、

橋
本
進
吉

・
土
井
忠
生
両
氏
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
学
の
研
究
成
果
に
よ
り
、

現
今
で
は
ほ
ぼ
全
容
が
提
示
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
。
し
か
し
そ
の
中
に
あ

っ

て
未
だ
解
釈
が
定
ま

っ
て
い
な
い
例
の

一
つ
が
、
オ
段
拗
長
音
表
記
で
あ
る
。

当
期

の
オ
段
拗
長
音

は
、
開
音

（
ё
）
を
含
む
開
拗
長
音
と
、
合
音

（
０
）
を
含
む
合
拗
長
音

に
大
別
さ
れ
る
が
、
各
行

の
う
ち
、
サ

・
ザ

・

夕

。
ナ
行

で
は
、
頭
子
音

￥
・
一，↑
ｙ
ｏ
〓
‐・
●
７

に
開
合
音
だ
け
を
附
し
て

記
す
の
に
対
し

（例

ｘ
ｔ
ｘ
３
、
頭
子
音

ヴ
Ｌ
‐・
∞
‐）
∞
●
゛
ョ
‐・
０
‐・
ρ
‐Ｌ
，
を

も

つ
バ

・
ハ
。
ダ

・
ガ

。
マ
・
パ

・
力

・
ラ
行
で
は
、
開
合
音
の
直
前
に
ｉ

又
は

ｅ
を
も
伴

っ
て
表
記
す
る
。
そ
の
際
、
開
拗
長
音
は

「‐【２
、
合
拗
長

音

は

「‐８
」
の
綴
字

を
本

則

と
す

る
が
、
ご
く
稀

に
、
開
拗
長
音

を

「
Φ
望
、
合
拗
長
音
を

「，一こ

と
、
ｉ

。
ｅ
を
逆
に
し
た
異
例
表
記
も
交
え

る
点
が
不
審
と
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば

『
日
葡
辞
書
』
（本
篇

一
六
〇
三
年
、

竹

村

　

　

明

日

香

補
遺

一
六
〇
四
年
）
で
は

（
ｌ

ａ
ｌ
ｂ
）
の
各
二
表
記
い
ず
れ
も
が
本
篇
見

出
し
語
に
標
出
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）

ａ
　
Ｏ
【？
”
［本
則
ｔ

Ｏ
Φ
？
】
［異
例
］

（開
拗
長
音
例

「郷

⊃
し

ｂ
　
Ｏ
ｏ
Ｏ
く
０

［本
則
く

０
い０
く
０

［異
例
］
父
口
拗
長
音
例

「孝
養
し

こ
う
し
た
各
二
表
記
に
つ
い
て
は
、
同
音
異
表
記
と
み
な
す
解
釈
に
近
年

落
ち
着
き

つ
つ
あ
る
が
、
稿
者

は
、
（
ｌ

ａ
）
の
開
拗
長
音
表
記

「
”２

「
＆
」
に
は
、
音
節
頭
子
音
の
差
に
基
づ
く
出
現
の
偏
在
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

両
者
に
は
音
声
差
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
稿
は
、
こ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
、
（
ｌ
ｂ
）
の
合
拗
長
音
表
記

「
，８
」
Ｆ
こ

に
も
音
声
差
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
‐８

の
ｅ
が
、
仮
名
遣
い
で
は
な
く

工
段
音
の
音
声
の
反

映

で
あ
る
こ
と
を
諸
記
述
か
ら
示
し

（三

・
二
節
）
、
そ
の
上

で
、
‐８

と

，８

に
も
音
節
頭
子
音
の
差
に
基
づ
く
出
現
分
布
が
現
れ
る
こ
と
を

『
日
葡

辞
書
』
の
用
例
を
基
に
提
示
す
る

（
四

。
一
節
）
。
そ
し
て
こ
の
分
布
が
、

室
町
期
の
抄
物
二
書
の
合
拗
長
音
表
記
の
様
相
と
も

一
致
す
る
こ
と

（五

・



一
上

一節
）
、
ま
た
開
拗
長
音
表
記

二
〇
１
＆

の
分
布
と
も
並
行
的

で
あ
る

こ
と
か
ら
、
，８

‥
８

は
、
硬
口
蓋
化
の
差
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を

指
摘
す
る

（六
節
）
。
な
お
以
下
、
ス
ロ拗
長
音
」
と
称
す
る
も
の
は

お
口
の

連
母
音
が

■
８

と
拗
長
音
化
し
た
も
の
を
指
す
が
、
当
時
、
厳
密
に
は
ま

だ
拗
長
音
化
が
完
了
し
て
い
な
か

っ
た
類
も
併
せ
て
指
す
も
の
と
す
る
。

一
一　
お
０
と

Ｌ
Ｏ
の
表
記
で
ゆ
れ
る
箇
所

考
察
の
前
に
、
合
拗
長
音
表
記
が

お
０
と

‐８

で
ゆ
れ
る
箇
所
を
確
認
す

る
。
そ
れ
ら
は
主
に
、
次
の
よ
う
な

（
２
）
の
類
に
現
れ
る
。

（
２
）

ａ
　
字
音
語

ｂ
　
下
二
段
動
詞
十
助
動
詞
ウ

。
ウ
ズ
ル

ｃ
　
ウ
音
便

（
２

↓

は
、
０
８
ど
～
●
０
ど

（恐

怖
）
、
”
ｏ
Ｏ
■
～
″
ｏ，
ユ

（料
理
）
の

よ
う
に
、
字
音
仮
名
遣
い
で

「
イ
段
音
の
仮
名
十
ヨ
ウ
」
（以
下
、
ｉ
ヨ
ウ
）
、

又
は

「
工
段
音
の
仮
名
十
ウ
」
（以
下
、

ｅ
ウ
）
と
表
記
す
る
字
音
語
で
ゆ

れ
る
類
を
指
す
。
（２
ｂ
）
は
、
ｘ
いい
さ
８
８

～
ｘ
【Ｎ
ざ
８
８

（沈
め
う
）
の

ご
と
く
、
下
三
段
動
詞
か
ら
助
動
詞
ウ

・
ウ
ズ
ル
に
わ
た
る
箇
所
で
ゆ
れ
る

類

を

指

す
。
そ
し

て

（
２

８

は
、
４
讐

８

～
ｘ
】讐

δ

（繁

う
）
や
、

”
Ｅ
σ
８
ヨ
ｏ
～
鶴
ｃ
σ
８
ヨ
０

（あ
る
べ
う
も
）
の
よ
う
な
、
ク
活
用
形
容
詞

や
助
動
詞
ベ
シ
の
ウ
音
便
で
ゆ
れ
る
類
に
相
当
す
る
。

刊
本
資
料
の
用
例
数
を
み
る
と
、
圧
倒
的
に

（
２

ａ
）
の
字
音
語
が
多
く
、

（２
ｂ
ｉ
ｃ
）
は

『
平
家
』
『
伊
曾
保
』
等
の
会
話
体
資
料
に
偏
る
特
徴
が
あ

る
。
よ

っ
て
本
稿
で
は

（２
）
全
て
を
調
査
対
象
と
す
る
が
、
考
察
は

（２

ａ
）
を
中
心
に
行
い
、
適
宜

（２
ｂ
ｌ
ｃ
）
も
参
照
す
る
方
針
を
と
る
。

〓
一　
先
行
研
究
の
整
理
と
解
釈
の
問
題
点

一二
。
一　
先
行
研
究
の
整
理

先
行
研
究
で
の
お
０
・
‐８
を
め
ぐ
る
解
釈
は
、
‐８

の
ｅ
の
解
釈
の
相
違

に
よ
り
、
音
声
差
を
認
め
る
説
と
、
認
め
な
い
説
に
三
分
し
て
き
た
。

ま
ず
議
論
の
嗜
矢
と
な
っ
た
橋
本

（
一
九
二
八
）
は
、
『
ド
チ
リ
ナ

。
キ

（３
）

リ
シ
タ
ン
』
２

五
九
二
年
）
の
力

・
ガ
行
に
Ｒ
ｐ
ｅ
ｐ
∞
５
０
が
、
ま
た

他
資
料
に
は

∞
“
δ
が
見
え
る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
の
‐８

・
‐８

の
二
表
記

に
は
音
声
差
が
あ
る
と
推
定
し
た
。
そ
の
際
、

（
３
）
想
ふ
に
、

エ
ウ
音
が
今
日
の
如
き

く
ｏ‐
音
と
な
る
に
は
、
ｏ
Ｃ
８

８

８

く
ｏ‐
の
や
う
な
順
序
を
経
た
の
で
あ
ら
う
が
、
此
の
書
の
出
来
た
時
代

に
は
、
力
行
以
外

の
音

［稿
者
注
―
―

サ
行

ｘ
Ｏ
等
］
は
既

に
δ
乃

至

る

の
段
階
ま
で
進
ん
で
居
た
が
、
力
行
に
限

つ
て
、
未
だ

８

の

段
階
に
留
ま

つ
て
居
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
　
　
　
　
（五
四
頁
）

と
述

べ
、
‐８

の

ｅ
は
、
，ｏ
」
∨
く
ｏ
ｏ
の
拗
長
音
化
が
遅
れ
た

工
段
音

の
残

存
例
と
解
釈
し
た

（同
解
釈
に
吉
田

一
九
三
七
、
阪
田

一
九
五
五
が
あ
る
）
。

し
か
し
表
記
と
音
声
を
直
結
さ
せ
た
右
の
解
釈
は
、
資
料
研
究
の
進
展
に

伴
い
高
羽

（
一
九
五
〇
）
や
森
田

（
一
九
五
五

。
一
九
八
〇

。
一
九
九
二
）

か
ら
異
を
唱
え
ら
れ
、
特
に
森
田

（
一
九
五
五
）
は
、
詳
細
に
検
討
を
加
え

た
結
果
、
‐８

は
仮
名
表
記
と
関
連
を
も

つ
も
の
と
い
う
解
釈
を
提
示
し
た
。

そ
の
論
拠
は
主
に
次
の
二
点
か
ら
な
る
。　
一
点
目
は
、
『
日
葡
辞
書
』
の

例
言
第
四
条
に
み
え
る
、
オ
段
拗
長
音
表
記
に
関
す
る
記
述

（
４
）
で
あ
る
。



（４
）

（開
拗
長
音
を
『
】ｇ
Ｏ
・
『
＆
＆

と
Ｉ
字
や
Ｅ
字
で
書
く
よ
う
に
）

ま
た
，
コ
ｏ＞
（豹
）
，
ｐ
Ｏ
（興
）
な
ど
の
よ
う
に
短
音
調

［す
な
わ
ち

合
拗
長
音
］
を
も
っ
て
い
る
語
で
も
同
様
に
す
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う

な
理
由
に
も
と
づ
く
．
す
な
わ
ち
仮
名

（ｏ
”
い
と

文
字
で
は

【中
略
】

他
方

穴
口
拗
長
音
］
を
『
Φ
“
（
↑
つ
）
と
書
く
け
れ
ど
も
，
実
際
の
発

音
に
お
い
て
は
，
Ｉ
字
よ
り
も
Ｅ
字
の
方
に
近
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
，
仮
名

（ｏ
”
●
じ

に
よ
る
表
記
法
に
従

っ
て

Ｅ
字
で
書
く
こ
と
も

一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
，
わ
れ
わ
れ
は
本
書

で
，
こ
れ
ら
の
語
を
ば
区
別
な
く
Ｅ
字
で
も
Ｉ
字
で
も
表
記
し
て
い
る
．

【
後
略
】
翁
邦
訳
』
五
頁
。
［　
］
の
邦
訳
注
は

一
部
私
に
改
め
た
）

一
重
傍
線
部
に
従
え
ば
、
‐８

は
、
拗
長
音
化
し
て
イ
段
音
に
近
く
聞
こ

え
た
発
音
を
写
す
表
音
表
記
で
あ
り
、
‐８

は
、
「
け
う
」
の
よ
う
な

工
段

音
を
用
い
る
仮
名
遣
い
に
即
し
た
表
記
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
当
時

の
合
拗
長
音
の
字
音
仮
名
遣
い
は
、
『
落
葉
集
』
２

五
九
八
年
）
や
易
林
本

節
用
集
等
に
お
い
て
も
、
「
け
う
」
「
て
う
」
の
よ
う
な

ｅ
ウ
表
記
で
統

一
す

る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら

（森
田

一
九
五
五

・
二
九
頁
）
、
・８

が
仮
名
表

記
に
従

っ
た
も
の
と
す
る
記
述
も
首
肯
す
べ
き
も
の
と
理
解
さ
れ
た
。

二
点
目
は
、
「
活
用
語
の
基
本
形
を
同
じ
形
に
保

つ
た
め
に
、
で
き
る
だ

け
～
８

の
形
を
用
い
る
方
針
を
採

っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
」
（森
田

一
九
五

五

。
三

一
頁
）
例
が
、
『
日
本
大
文
典
』
２

六
〇
四
―
〇
八
年
）
に
散
見
す

る
こ
と
を
根
拠
と
す
る
。
例
え
ば
第

一
種
活
用
動
詞
の
未
来
の
条
で
は
、
助

動
詞
ウ

。
ウ
ズ
ル
の
後
接
例
を
説
明
す
る
際
、
（５
）
の
よ
う
に
、
語
根

＞
∞
ｃ
Φ
（上
げ
）
を
意
識
的
に
揃
え
て
記
し
た
か
の
よ
う
な
例
が
見
え
る
。

（５
）
○
語
根
に
Ｏ
Ｔ

う
ン
？
」
Ｔ

う
ず
Ｙ
又
は
、
９
〓
ｃ
（
千
つ
ず

る
）
を
加
へ
る
。
例
へ
ば
・＞
∞
“
Φ
（上
げ
ン
＞
∞
ｃ
８

（上
げ
う
）、
”
∞
年

う
だ
）
、
凛
∞
ｃ
８

（繁
う
）
の
よ
う
に
お
ｏ＞
が
現
れ
る
こ
と
か
ら
、
お
０
は
、

語
根
末
が

工
段
音
表
記
と
な
る
仮
名
表
記
に
準
拠
し
て
記
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、

実
質
、
‐８
と
は

「
表
記
上
の
相
違
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
か
」
（森
田

一

九
五
五

・
三

一
頁
）
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。

こ
の
森
田
説
に
は
現
在
ま
で
異
論
が
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
稿
で
は
そ

の
問
題
点

。
反
例
を
挙
げ
る
こ
と
で
、
再
考
を
促
す
議
論
を
出
発
さ
せ
た
い
。

〓
丁

一
一　
解
釈
の
問
題
点

森
田
説

の
第

一
の
問
題
点
は
、
‐８

‥
δ
が

「表
記
上

の
相
違

に
留
ま

る
」
と
い
う
解
釈
に
曖
昧
さ
が
残
る
点
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
を
突
き
詰
め
る

と
、
結
論
と
し
て
お
０
は

「
‐８

の
同
音
異
表
記
で
あ
る
か
ら
、
‐８
と
同
じ

イ
段
音
を
表
音
し
て
い
る
」
か
、
あ
る
い
は
、
「仮
名
表
記
と
関
連
さ
せ
た

だ
け
で
、
表
記
そ
の
も
の
は
表
音
性
を
も
た
な
い
」
と
い
う
い
ず
れ
か
の
仮

説
に
帰
着
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
当
た
る
と
、

Φ９
口
（上
げ
う
ず
ン
又
は
ヽ
＞
∞
●
８
●ｃ
ａ

（上
げ
う
ず
る
）。
【後
略
】

い
。
か
え

っ
て
上
衆

（ｏ
”
ヨ
】ｘ
雰
）
の
発
音
に
よ
れ
ば

【
中
略
】
コ
０
，
　

　

　

　

（巻

一
７
く
「
話
し
こ
と
ば
に
用
ゐ
る
肯
定
第

一
種
活
用

○
未
来
し

０
８

な
ど
の
よ
う
に
短
音
調
を
も

っ
て
い
る
語
は
，
Ｉ
音
を
用
い
て
　
　
　
ほ
か
、
第
二
種
活
用
動
詞
の
過
去

（巻

一
２８
↓

や
形
容
動
詞

［す
な
わ

０
８
と
発
音
す
る
方
が
，
ｏ
８

と
発
音
す
る
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
　
　
ち
形
容
詞
］
（巻

一
４７
）
で
も
、
∽
”
ｏ
お
Ｏ
Ｑ
”
（叫
う
だ
）
、
８
お
Ｏ
Ｑ
”
（嫉



こ
の
い
ず
れ
の
仮
説
に
も
相
反
す
る
記
述
に
行
き
当
た
る
。
例
え
ば

『
日
本

小
文
典
』
２

六
二
〇
年
）
で
は
仮
名
二
字
の
綴
字
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

説
く
。

（６
）

「
き
０
（
ひ
よ
），
ヽ
こ
ｏ
（き
よ
），
”
せ
ｏ
（り
よ
）
，
ヽ
ミ
ざ
（け
ふ
），

」ξ
゛

（な
ふ
），
ヽ
き
ヽ
（き
ふ
）
の
綴
字
を
も

っ
て
書
き
，
コ
ｏ

（
ヒ
ョ
）
，
ヽ
ざ

（キ
ョ
），
詢
ざ

（
リ
ョ
）
，
ヽ
ふ
　
（ケ
ゥ
）
，
２
０
（
ナ

ゥ
）
，
ヽ
ミ

（キ
ゥ
）
と
発
音
す
る
。
初
め
の
四
つ
は
わ
ず
か
に
Ｉ

（イ
）
ま
た
は
Ｅ

（
工
）
に
ふ
れ
て
流
音
風
に
発
音
す
る
。
【後
略
】

（巻

一
８
メ

「単

一
綴
字
ふ
た
つ
か
ら
構
成
さ
れ
た

「澄
み
」
の
本

源
的
綴
字
し

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
け
ふ
」
を
表
わ
す
汀
０
は
、
「
わ
ず
か
に

【中
略
】

Ｅ
に
ふ
れ
て
流
音
風
に
発
音
す
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
，８

の
ｏ
は

明
ら
か
に
工
段
音
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
も

っ
と
も

『
日
本
小
文

典
』
は
、
「古
い
言
ひ
方
を
尚
ぶ
傾
向
」
（土
井

一
九
四
二

・
三
二
五
頁
）
が

強
い
た
め
、
「
け
ふ
」
を
工
段
音
で
発
音
す
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
当
時
の
口

語
を
反
映
し
て
い
る
と
は
い
い
難
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
″
８

の
綴
字
が

「
Ｅ
に
ふ
れ
て
流
音
風
に
発
音
す
る
」
と
い
う
説
明
自
体
は
、
国
語

。
文
語

の
差
に
左
右
さ
れ
る
と
は
考
え
難
い
。
と
す
れ
ば
お
０
は
、

工
段
音
を
示
す

表
記
で
あ
っ
て
、
，８
と
は
完
全
な
同
音
異
表
記
と
は
い
え
な
い
こ
と
に
な

Ｚ一
。こ
の
よ
う
に
‐８

が

工
段
音
を
表
す
こ
と
は
、
実
は
前
掲
の

『
日
葡
辞

童
己

例
言

（４
）
で
も
す

で
に
垣
間
見
ら
れ

て
い
る
。
（４
）
点
線
部

「０
８
と
発
音
す
る
方
が
，
０
８

と
発
音
す
る
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
ａ
」
と
い
う
記
述
に
注
目
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
，８

と

お
０
が
発
音

と
し
て
比
較
さ
れ
て
お
り
、
劣
勢
な
が
ら
も
、
‐８

の
発
音
が
比
較
対
象
と

し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
以
上
を
総
合
す

れ
ば
、
〓８

は
、
イ
段
音
と
同
音
で
あ
る
と
も
表
音
性
が
な
い
と
も
い
え
ず
、

む
し
ろ
確
か
に
工
段
音
を
存
し
て
い
る
と
い
い
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
第
二
に
、
活
用
語
の
語
根
を
揃
え
る
た
め
に
お
０
が
使
用
さ
れ
た
と

い
う
解
釈
に
つ
い
て
は
、
前
掲

（
５
）
『
日
本
大
文
典
』
の
記
述
そ
の
も
の

か
ら
反
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
５
）
の
後
半
は
次
の
よ
う
に
続
く
。

（７
）

↓
Φ
（
て
）
に
終
る
語
根
は
お
０
（
て
う
），
又
は
，
ｏ
，
０
（ち
ょ
う
）

―こ‐
，
【中
略
】
Ｌ

（ぢ
）
は
∞
δ

（ぢ
ょ
，３

に
、
●
（
じ
―
■
（
》

司
瀾
測
Ｊ
引
Ⅵ
Ｉこ‐
「
刹
測
Ｊ
「
副
「
倒
ｕ
＝
馴
剣
州
¶
劇
∃
躙
御
り

傍
線
部
に
即
し
て
説
明
す
る
と
、
例
え
ば

「立
て
う
」
な
ら
ば

，
一８

か

一８
す
０
に
、
コ
父
ぜ
う
」
な
ら
ば

日
”
３

に
、
「
せ
う
」
な
ら
ば

ｘ
Ｏ
と
な
る

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
も
し
語
根
を
揃
え
る
目
的
で
あ
０
を
用
い
て
い
た
な

ら
ば
、
な
ぜ

「立

て
う
」
は
，
一８

の
み
に
、
「
交
ぜ
う
」
は

日
”
」８

に
、

「
せ
う
」
は

な
０
と
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

コ
リ

ャ
ー
ド
の

『
日
本
文

典
』
（
一
六
三
二
年
）
で
は
、
同
内
容
を
よ
り
明
確

に
記
し
、
‐８

を
付
加

し
な
い
例
と
す
る
例
の
違
い
を
、
（８
）
の
通
り
示
す
。

（
８
）

も
し
動
詞

の
語
根
が

お

（
て
）

で
終
る
な
ら
ば
，

こ
の
綴
り
を

お
０

（
―
「
引
ヨ
州
『
釧
劇
釧
則
釧
詞
馴
例
釧
判
コ
翻
留
劉
倒
引
。
例
．

↓
い
●

ｃ
ａ

（立

て
，

つ
る
）

の
未
来

形

は

，
一８

（立

て
う
）
又

は

一３
す
０

（立

て
う
）
。
【
中
略
】
も
し
語
根
が

ｘ
ｏ
（
せ
）

で
終
る
な
ら
ば
，

冽
刻
矧
ｑ
期
Ⅵ
翻
引
劇
Ⅵ
目
州
引
創
「
列
利
。
例
．
Ｘ
一
（
じ
）
¨
ｘ
Ｏ

（
せ
う
）
，



８
鶴
輿
】
（ま
ら
し
）
¨
ヨ
鶴
銘
０
（ま
ら
せ
う
）。
【中
略
】
し
か
し
Φ

（
工
）
で
終
る
そ
の
他
の
動
詞
の
語
根
に
は
，
未
来
を
作
る
た
め
に
，

到
勧

引

渕

割

判

釧

引

劉

Ｊ

ｏ
ｉｌ

劉

則

劃

引

ｄ

州

お
か
れ
る
。
例
．
“
∞
〓
８

（上
げ
う
）
，
“
”
●
８
ビ

（上
げ
う
ず
）
，
”
∞
，

ｏ
３
●
３

（上
げ
う
ず
る
）
。
【
後
略
】

（
２０
頁
、
「
第

一
活
用
の
未
来
形
に
つ
い
て
し

ま
と
め
る
と
、
第

一
種
活
用
動
詞
の
未
来
形
で
は
語
根
末
の
差
に
よ
り
、

ウ

。
ウ
ズ
ル
と
融
合
し
て
拗
長
音
化
す
る
類
と
し
な
い
類
が
あ
り
、
‐８

は

そ
の
後
者
に
限

っ
て
現
れ
て
い
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
語

級
抹
が

ぉ

。
ぉ

。
ぉ

の
場
合
に
は
、
ウ

・
ウ
ズ
ル
と
融
合
し
て
ｘ
Ｏ
・
３

・

ｏ
す
０
の
拗
長
音
に
転
じ
た
の
に
対
し
、
σ
ｐ
』ｐ
∞
●
ｐ
８
ｐ
Ｏ
ｐ
ｐ
ｐ
お

で
は
、

融
合
し
な
い
た
め
に
６

・
‐８
Ｅ
ｃ
が
そ
の
ま
ま
付
加
さ
れ
、
結
果
、
語
根

末
と
助
動
詞
の
連
接
部
分
に
お
ｏ，
が
現
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、

し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に

『
日
本
小
文
典
』
（巻

一
〓
Φ，Ｓ

他
）
で
は
、

↓
”
一８

（立

て
う
）
、
∽
”
お
ｏ，
（
さ
せ
う
）
、
く
”
一８

（一父
ぜ
う
）
の
よ
う
に

す
べ
て
を

お
０
で
揃
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は

「
五
音
」
と

「
仮
名
遣
」
に

配
慮
し
て
記
し
た
こ
と
を
冒
頭
で
説
明
し
て
い
る

（巻

一
コ
し
。
『
日
葡
辞

書
』
も
こ
の
書
と
同
様
に
仮
名
遣
い
に
配
慮
し
て
お
０
を
使
用
し
て
い
た
な

ら
ば
、
す
べ
て
の
第

一
種
活
用
動
詞
で
お
０
が
現
れ
る
は
ず
だ
が
、
実
際
は
、

『
日
本
大
文
典
ナ
つ
記
述

（
５
×
７
）
に
等
し
く
、
動
詞
の
語
根
末
の
差

で

記
し
分
け
て
い
る
。

（９
）
ａ
　
Ｈα
Φ
Ｂ
ｏ●
ｏ
引
酬
引
。
（い
で
も
の
則
綱
剤
Ｊ（本
篇

コ
８

（
い
で
と
）

ｂ
　
く
８
，
い一９
ｏ
」ユ

●
”
Ｒ
ｏ
”
∞
５
８
Ｆ

（落
着
き
に
何
ぞ
上
げ
う

ず
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（本
篇

「
く
８
〓
一ｏ
ｃ
ｅ

（落
着
き
と
）

こ
の
点
に
鑑
み
て
も
、
『
日
葡
辞
書
』
の
お
０
に
も
や
は
り
、

工
段
音
の

残
存
を
読
み
と
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た

『
日
葡
辞
書
』
で
は
、
本
篇
見
出
し
語

「
『
８
卜

識
０

（豹
。
ま
た

は
，
豹
こ

の
条

の
注
記
に
お
い
て
も
、
‘８

か
ら

工
段
音
を
読
み
と
ら
れ

る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
節
が
あ
る
。

（
１０
）

こ
の
語

［豹
］
の
よ
う
に
，
日
本
の
文
字

［仮
名
］
で
書
く
場
合
に

コ
そ
つ

Ｇ
ｅ
‘
で
始
ま
る
か
終
わ
る
か
す
る
語
は
，
わ
れ
わ
れ
は
通

常

こ
れ
を

ｏ
字
を
使

っ
て
表

記
す

る
．
た
だ
し
，
そ
六
墨
喜
属
ｊ

（
工
）
よ
り
も
む
し
ろ
】
（
イ
）
に
近
く
な
る
の
で
あ

っ
て
，
そ
の
こ

と
は
上
記

コ
０
（豹
）
の
例
で
も
見
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
【
後
略
】

傍
線
部
中

の

「
上
記

コ
０
の
例
」
と
は
、
見
出
し
語

「
可
８
ト

コ
こ

の

いδ
を
指
す
。

つ
ま
り
、
「豹
」
の
よ
う
な
拗
長
音
化
が
進
行
し
て
い
た
音
節

で
は
、
‐８

だ
け
で
見
出
し
語
に
挙
げ
て
い
て
は
拗
長
音
化
し
て
い
な
い
エ

段
音
に
理
解
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
あ
え
て
‐８

で
も
挙
げ
る
こ
と
で
、

拗
長
音
化
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
解
釈
が
妥
当
で
あ
れ
ば
、
，８

と

‐８

は
拗
長
音
化
の
差
を
示
し

て
お
り
、
両
者
の
音
節
数
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
ど
の
頭
子
音
で
拗
長
音
化

が
進
行
し
て
い
た
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
う
し
た
調
査
に

関
し
て
は
未
だ
先
行
研
究
が
な
い
が
、
稿
者
は
、
開
拗
長
音

，ａ

ｌ
＆

の

分
布
結
果
を
以
て
、
合
拗
長
音

の
お
Ｏ
ｉ
８

に
も
音
節
頭
子
音

の
差
に
基

づ
く
分
布
が
現
れ
る
と
予
測
す
る
。



【表 1】『日葡辞書』の開拗長音‐eo・ ―iё の音節頭子音別出現分布 (※ ( )は説明文)

b―

びやう

m―

みやう

f‐

ひやう

gu―

ぎやう

g―

ぢやう

p―

ぴやう

q―

きやう

r―

りやう
合計

）０

本篇 6(11) 11(9) 35(7) 0 0 7(2) 21(12) 80(41)

補遺 9(4) 2(0) 0 0 0 15(6) 26(10)

本篇 82(46) 79(62) 43(19) 105(85) 70(34) 1(2) 135(107 125(62) ,40(417)

補遺 6(2) 12(6) 7(2) 15(10) 11(3) 0 28(17) 27(5) 106(45)

※p‐ (ぴやう)は用例数が三例と僅少なため、考察からは除外した。

しやう じやう ちやう にやう
x     j    ch    nh

【図 1】『日葡辞書』の開拗長音異例表記―eoの多寡と、音節頭子音の調音点の対照図

[コE]な叩め列多―e5表記

頭子音

調音点     唇 歯茎   軟口蓋        歯茎

硬□蓋化       不完全硬口蓋化       
―

完全硬口蓋化

一※網掛け部分は、「頭子音+く i又は e〉 +ё」の形式で表記する類

『
日
葡
辞
書
』
で
の
開
拗
長
音
，ａ
ｌ
＆

の
分
布
は
、
【表
１
】
【図
１
】

の
通
り
で
あ
る
。
【表
１
】
は
音
節
頭
子
音
別
の
全
用
例
数
、
【
図
１
】
は
異

例
表
記
お
０
の
多
寡
と
音
節
頭
子
音
の
調
音
点
を
対
照
さ
せ
た
図
を
示
す
。

【
図
１
】
を
参
照
す
る
と
、
・＆

の
多
寡
は
、
音
節
頭
子
音
の
調
音
点
に

よ
り
決
定
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
‐＆

は
唇
音

（Ｆ

８
，Ｌ
↓

や
ラ
行

歯
茎
音

（『↓

に
頻
出
す
る
が
、
力
行
軟
口
蓋
音

（ｏ
し

に
は
乏
し
く
、
ガ

行
軟
口
蓋
音

ε
“
↓

と
ダ
行
歯
茎
音

お
し

に
は
現
れ
な
い
。
こ
の
‐＆

の
出
現
の
規
則
性
は
、
『
日
葡
辞
書
』
に
限
ら
ず
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
全
般

に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
資
料
全
体
で
同

一
分
布
を
示
す
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
規
則
性
が
、
印
刷
の
過
誤
や
編
者
ら
の
表
記
規
範
の
差
で
は
な
く
、

音
声
的
要
因
に
基
く
こ
と
を
意
味
す
る
と
み
て
よ
い
。

そ
の
音
声
的
要
因
と
は
、
硬
口
蓋
化
の
差
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら

‐＆

の
分
布
と
硬
口
蓋
化
二
種

（不
完
全
硬
口
蓋
化

・
完
全
硬
口
蓋
化
）
を

対
照
さ
せ
る
と

（【
図
１
じ
、
‐＆

は
不
完
全
硬
口
蓋
化
を
生
じ
る
頭
子
音

に
の
み
出
現
し
、
完
全
硬
口
蓋
化
を
生
じ
る
頭
子
音
に
は
現
れ
な
い
と
い
う

明
瞭
な
関
連
性
が
見
出
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

不
完
全
硬
口
蓋
化
と
は
、
硬
口
蓋
化
の
際
、
非
硬
口
蓋
子
音
が
そ
の
主
要

調
音
点
を
変
化
さ
せ
ず
、
副
次
調
音
と
し
て
Ｔ
］
を
付
加
す
る
現
象
を
指
す

（例
冒
〕
冒
』
等
）。
こ
れ
に
は
非
前
舌
子
音
の
唇
音
や
軟
口
蓋
音
が
相
当

す
る
。
他
方
、
完
全
硬
口
蓋
化
と
は
、
硬
口
蓋
化
に
よ
り
、
非
硬
口
蓋
子
音

の
主
要
調
音
点
が
硬
口
蓋
方
向
へ
完
全
に
移
動
す
る
現
象
を
指
し

（例
冒
｝

［ユ

等
）
、
こ
の
類
に
は
前
舌
子
音
の
歯
茎
音

（
ラ
行
以
外
）
が
相
当
す
る
。

つ
ま
り
硬
口
蓋
化
で
の
前
舌
の
関
与
の
差
に
よ
り
、
各
音
節
頭
子
音
で
の



‐＆

の
多
寡
が
決
定
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
硬
口
蓋

化
は
、
拗
長
音

。
拗
短
音
を
問
わ
ず
に
生
じ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
実
際

『
日
葡
辞
書
』
で
は
、
０
８
８

●

（虚
言
、
本
篇
見
出

し
語
）
、
蟹
ヨ
８
８

（死
脈
、
補
遺
見
出
し
語
）
の
よ
う
に
、
オ
段

・
ア
段
拗
短
音
の
う
ち
不
完

全
硬
口
蓋
化
を
生
じ
る
子
音
に
限

っ
て
ｅ
の
例
が
現
れ
て
い
る
。

以
上
の
結
果
か
ら
み
る
と
、
開
拗
長
音
と
対
に
な
る
合
拗
長
音
で
も
、
硬

口
蓋
化
に
よ
り

【
図
１
】
と
似
通

っ
た
分
布
が
現
れ
る
と
予
測
さ
れ
る
。
次

節
で
は
こ
の
予
測
に
基
い
て
調
査

・
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

四
　
ロ
ー
マ
字
本
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
合
拗
長
音
表
記

四

・
一

『
日
葡
辞
書
』

『
日
葡
辞
書
』
の
合
拗
長
音

お
０
・
‐８
を
、
本
篇
と
補
遺
、
見
出
し
語
と

説
明
文

（見
出
し
語
以
外
全
て
）
に
区
分
し
、
前
出

（
２
）
の
全
用
例
を
音

節
頭
子
音
別
に
分
類
し
た
の
が

【表
２
】
で
あ
る

（用
例
数
は
音
節
数
）
。

表
か
ら
明
ら
か
な
の
は
、
”

に

Ｌ
Ｏ
し
か
現
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
開
拗
長
音
の
中

に

よ
０
し
か
現
れ
な
か

っ
た
結
果
と
等
し
い

（【表
１
じ
。

さ
ら
に

【表
２
】
か
ら
、
字
音
語
の
用
例
数
だ
け
に
絞

っ
て
各
音
節
頭
子

音
で
の
‘８

の
割
合
を
み
る
と
、
咀
８
８

Ｎ
Ｃ
ｔ
認
）
∨
∞
●
８

８
８
Ｎ
Ｇ
て

い
じ
と

８

卜
〓

＼
（卜
い
ヽ
∞
∞
）
ｖ
ｅ
Ｏ
〓
ｂ
ヽ

Ｇ
∞
ヽ
いい
Φ
）
∨
『δ

ド

Φ
＼
（∞
く

〓
じ
∨
σ
８

鑢

メ
ゝ
（
い
ヽ
し
ｖ
８
８

８
、
Ｎ
（
ｏ
ヽ
じ

と
な
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
”

に
次

い
で
∞
，

で
の
Ｌ
Ｏ
の
割
合
が
高
い
点

で
あ

る
。
字
音
語
で
の
∞
年

は
全
体
と
し
て
Ｌ
Ｏ
を
主
と
す
る
が
、
そ
れ
ば
か
り

で
な
く
、
‐８

１
８
両
方

で
記
す
語
で
も

‐８
を
優
先
す
る
向
き
が
あ
る
。

※他、neo 3例 (見 出し語 amaneO遍 う,sune6拗 ねう [補 遺]、 説明文 Sonemi,u,

neOda嫉 み,む ,う だ)、 teo l例 (説明文VtateOう たてう)がある。ただし全て活用語
であり、語幹保持により拗長音化が遅れていた可能性があるため考察からは除外した。

例
え
ば
見
出
し
語
で
は
、
同

一
語
を

‐８

１
８

の
両
方

で
掲
げ
る
九
語
の

う
ち
、
六
語
は
語
頭

〇
●
８
，
で
現

れ

る

が

（Ｏ
ｃ
８

［御

宇
］
０
●
８

［業
］
の
“
ｏ
Ｏ
，

［洗
季
］
ｏ
●
ｏ
９
，

”
ｘ
こ

［げ

う

いう
し

い
］
〇
●
Φ
Ｏ
Ｓ
】

［凝

滞
］
〇
〓
Φ
Ｏ
Ｘ
Ｏ

［巧

匠
〕
、
こ

の
う
ち
、
〇
お
ｏ＞
［御
宇
］
を
除
く

残
り
五
語
は
、
採
録
さ
れ
た
本
篇
Ｇ

部
に
お
い
て
実
質
的
な
役
割
を
担

っ

て

い
な

い
。
五

語

は

い
ず

れ

も

「く
こ
ｐ
Ｏ
●
【ｏ＞
・
（〇
●
８

［業
］
の
条

を
見
よ
と

の
よ
う

に
き

の
条

ヘ

の
誘
導
注
記
が
付
さ
れ
る
に
と
ど
ま

り
、
語
義
説
明
は
す
べ
て
，８

の
条

の
方
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
扱

い
に
よ

っ
て
も
、
∞
早

は

き

を
優

先
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

な
お
森
田

（
一
九
九
三

。
二
三

一

上

一
三
二
頁
）
は
、
上
述

の
Ｏ
席
９

を
収
め
る
本
篇
Ｇ
部
で
は
、
合

。
開

拗
長
音
と
も
に
‐δ

‥
ま

の
表
記
を

と
る
傾
向
に
あ
り
、
前
部
Ｆ
部
で
の

【表 2】『日葡辞書』の合拗長音‐iO・ ―eOの音節頭子音別出現分布 (※ ( )は説明文)

一　
ぅ

ｂ

べ

rn―

めう

f―

^ヽ つ
計
¨

g―

でう
・　

つ́

ｐ

ペ

q‐

けう

・
　
）^
，ノ

ｒ
れ

合計

本篇 4 3(1) 34(6) 28(19) 28(13) 4 28(19) 18(30) 147(88)

補遺 1 1(1) 0(1) 5(1) 8(4) 1 10(1) 7(1) 33(9)

本篇 12(8) 17(2) 25(12) 12(3) 0 2 58(34) 40(9) 166(68)

補遺 1(1) 3(1) 3(2) 1(1) 0 10(6) 15(5) 33(16)



‐８

ｉ
】ｏ，
、
‐ａ

ｌ
＆

を
併
用
す
る
様
相
と
は
著
し
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、

Ｆ
～
Ｇ
部
間
で
部
担
当
者
の
表
記
規
範
の
差
が
現
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
。

し
か
し
全
数
調
査
を
行
う
と
、
∞
年

は
本
篇
Ｇ
部
に
限
ら
ず
、
辞
書
全
体
で

‐８
を
優
先
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
ぜ
な
ら
、
‐６
表
記
を
も
た
な
い

字
音
語

の
見
出
し
語
は
、
僅
か
三
語
し
か
な
く

の
お
０

［御
宇
］
、
∽
撃

∞
“
８

［作
業
］
、
∽
”
●
∞
Ｃ
８

［三
教
∪
、
他
の
三
二
語
は
字
種
に
関
わ
り
な

く
、
全

て
∞
ｃ
８
表
記

の
例
を
と
る
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
説
明
文

で
も
、

∞
年

の
字
音
語
は
全

一
七
語
中

一
六
語
ま
で
が

，８

で
現
れ
る

（‐８

一
例

は

「御
宇
し
。
そ
の
中
に
は
、
∞
年

を
含
ま
な
い
見
出
し
語
の
例
文
に
突
如

現
れ
る
例
や
、
ウ
音
便
に
記
さ
れ
た
例
ま
で
見
え
る
。

（
Ｈ
）

０
】ｇ
ｏ
●
Ｘ
ｏ
∞
ｃ
一ｏ＞●
〇
口
”
●
３
ｏ
ｃ
ｏ
毬
【３
Ｆ

（経
論
聖
教

の
眼
を

曝
す
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（本
篇

「０
い，
ｏ
●

（経
論
と
）

（
‐２
）

鬱
八
詩
歌
語
）
一
Ｘ
【∞
●
【９

（す
な
わ
ち
，
繁
う
）

（本
篇

「
壼
●
ｏ
ユ

（し
の
に
と
）

他
方
、
見
出
し
語
の
ヴ

や

ヨ
‐
で
は
、
‐δ

で
積
極
的
に
記
さ
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
，８

は
、
プ

の
全

一
六
条
中
五
条

（五
語
）
、
ヨ
‐
の
全
二

二
条
中

四
条

（
四
語
）
と
、
僅
か
に
現
れ
る
も

の
の
、
特
徴
的
な
の
は
、

コ
ス
ま
た
は
こ

と
い
う
略
記
号
で
あ
０
と
併
掲
さ
れ
る
例
が
皆
無
な
点

で

あ
る
。

（
‐３
）
ａ
　
Ｏ
ｏ
げ
８

（御
廟
）
、
”
８
σ
Ｏ
（沙
茫
）
、
ω
８
４

（苗
子
）

ｂ
　
〓
８

（猫
）
、
Ｑ
８
ｏ
Ｏ
（奇
妙
）
、
く
８
８

（夫
婦
、
補
遺
）

さ
ら
に
ウ
音
便

で
も

‐８
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
全
体
と
し
て

，８

を
基
調
と
し
て
い
る
。

対
し
て
，
」
‐）
や
で
は
、
‐８

と
，δ
を

「】ス
ま
た
は
と

で
併
掲
す
る

例
が
、
Ｐ

に
七
条

（七
語
）
、
早
に
五
条

（五
語
）
、
い
に
三
二
条

（三
二

語
）
あ
り
、
お
０
と
Ｌ
Ｏ
で
ゆ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

（‐４
）
ａ
「
・
。
ｏ
９
〓
ど
，
０
分
塾
暁
）
、
Ｆ
ρ
Φ
９
〓
お
，
０
（逸
皿
↑

一
日
○

ｂ

”
ｏ
９
〓

８ヽ

全
３
、
↓
ｏ
日
賀
８
卜

↓
０
日
賛
８

（手
間
料
）

Ｃ

『

０
０
Ｘ
ｏ
”

【
・
¨
【
ｏ＞
Ｘ
ｏ
一

（
ル
（
一
ヨ
）
、
　
日
い
Ｏ
Ｏ
　
ｒ

”
コ

ｏ＞

（
中
琴
葬
（
）

以
上
か
ら
す
る
と
、
合
拗
長
音
も
お
お
よ
そ
開
拗
長
音
の

【
図
１
】
と
等

し
い
分
布
を
示
し

て
お
り
、
”
・
∞
甲

で
は
，８
を
頻
用
し
、
９
・
３
‐
で
は

お
０
に
偏
り
、
そ
の
他
で
は
お
０
と

占
０
の
間
で
ゆ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

四

・
二
　
他
の
ロ
ー
マ
字
本
キ
リ
シ
タ
ン
資
料

で
は
前
節
の

『
日
葡
辞
書
』
で
確
認
し
た
よ
う
な
、
音
節
頭
子
音
差
に
基

く

る
０
ｌ
δ

の
出
現
分
布
は
、
他
資
料

で
も
確
認

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
調
査
結
果
が

【
表
４
】
で
あ
る

（調
査
資
料
名
は
稿
末
に
記
載
）
。

結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
”

が

，８

で
統

一
さ
れ
て
い
る
以
外
、
『
日
葡
辞

書
』
と
共
通
す

る
特
徴

は
見
出

せ
な

い
。
例
え
ば

『
ヒ
イ
デ

ス
』
で
は

日
８

ょ
り
も

８
８
が
多
く
、
『
平
家
』
で
も
字
音
語
で
は

ｇ
Ｏ
が
ま
さ
る
。

ま
た

∞
ｃ
８
も
多
用
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
『
羅
葡
日
』
に
や
や
そ
の

傾
向
を
見
出
せ
る
が
、
用
例
数
が
少
な
い
た
め
確
証
と
は
じ
が
た
い
。

し
か
し
ま
た

一
方
で
、
『
日
葡
辞
書
』
と
似
た
分
布
を
示
す
資
料
も
あ
り
、

例
え
ば

『
日
本
大
文
典
』
（表

で
は
除
外
）
で
は
、
字
音
語
に
限
れ
ば

・８

の
出
現
す
る
音
節
頭
子
音
が

『
日
葡
辞
書
』
と
大
方
等
し
く
、
∞
甲

が
ミ
６

×
（
∞
≧
じ
、
ほ
か

い
が
８

Ｎ
貧

ヽ
じ

、
早
が
〓

＼
貧

ヽ
じ

、
ρ
Ｆ

が



【表 4】 他のローマ字本キリシタン資料における合拗長音―eo・ _iOの音節頭子音別分布

刊年
作品名

(略称)

b― m‐ f g― gu― q―

‐eo ０^ ０^ ０^ Ｏ^ ０^ ‐eO

サ ン トス
1 3

６‐

１

ドチ リナ 2 6

ヒイデス 1 5 2 9

平家
4

[12]

３

２ ０

2 2
２

１７

2

伊曾保
1 2

１

１０

11

[6]

６

２６

金句集
1 2

羅葡日 5 8 1 6 1

ドチ リナ 2 1

スピリツ 8 1 1 1 1

懺悔録
3

※1 上段 (あ るいは一段のみ)は字音語の用例数、下段の [ ]は ウ音便と下三段動詞
の助動詞ウ・ウズル後接例の合計用例数。

※2『コンテムッス・ムンデ』(1596年 )は ―iOが出現しないため表から除いた。
※3『 ヒイデス』『平家』『伊曾保』は、言葉の和らげも含めた用例数。
※4『 ヒイデス』にはgeO(条、 Ⅱ200)が 1例 あるが、他資料では一切 geoが見えな
い。誤植の可能性も考えられる。

※ 5 p‐ は本文脚注 (12)の理由から除外した。 また『平家』『伊曾保』にみえるde0
(出 う), tazzuneO(尋 ねう)等のdeO,neO、 及び『平家』『懺悔録』にみえるsaxe6
(さ せう)等のxeOも本調査では除外した。
※6【表 4】 と『日葡辞書』の‐eO・ ‐16分布が一致しない要因については、資料性の違
いが反映しているとも推測される。『日葡辞書』では辞書という性質上、混在する音声

の秩序をできるだけ示し分けようと努めたのに対し、物語類ではそうした点が格別重視

されなかったため、混沌とした様相がそのまま提示されたとも考えられるのである。

い
ヽ
Ｎ
（
Ｎ
≧
３
見
え
る
も
の
の
、

Ｆ

８
，
で
は
各
十
音
節
、
六
音

節
中
に
き

は
な
い
。
こ
う
し

た
表
記
上
の
傾
向
は
、
果
た
し

て
音
声
上
の
実
態
を
反
映
し
た

も
の
な
の
か
ど
う
か
を
検
証
す

る
た
め
、
以
下
で
は

『
日
葡
辞

書
』
の
結
果
を
抄
物
の
表
記
と

対
照
さ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
と

す
る
。



【表 5】 成費堂本『論語抄』における合拗長音の仮名遣い

仮名遣 ＼行
ｂ．
バ

ｐ

パ

m‐

マ

f― ｇｕ
ガ

g‐

ダ

■

カ

r‐ Ｘ^。

サ

一ｐ
ザ

ch0

タ

ｎｈ

ナ
合計

iヨ ウ
訓点 4 4 8 3

仮名抄 7 10(1) 2 2 39(1)

eウ

訓点 6 1 l 1 1 2 2

仮名抄 5 3 1 9
22

(3)[2

※ 1( )は 下三段動詞へのウ・ウズル後接例。[ ]|ま ウ音便。他は字音語。
※ 2 *「ヘヨウ 〔店〕(巻二28ウ )」 の振仮名をもつ 1例は除外した。

五
　
抄
物
の
合
拗
長
音
表
記

五

・
一　

成
賓
堂
本

『
論
語
抄
』

本
書

は

「文
明
七

［ト
ミ
い
〓

年

の
識
語
を
も

つ
全
十
巻
五
冊
の
写
本

で
、
室
町
期
の
語
彙

・
語
法
を
伝
え

る
資
料
と
し
て
名
高
く
、
表
記
面
で

も
目
を
引
く
点
が
多
々
あ
る
。
例
え

ば

ハ
行
転
呼
を
ア

・
ワ
行
で
写
す
例

が
頻
繁
に
見
え
る
ほ
か

（他
国

ヱ
ユ

ク

［巻
六
３‐
ゥ
∪
、
ォ

・
ヲ
を
す
べ

て
ヲ
で
統

一
す
る
な
ど
、
キ
リ
シ
タ

ン
資
料
の
ロ
ー
マ
字
綴
り
と
並
行
的

な
仮
名
遣
い
が
随
所
に
確
認
で
き
る
。

よ

っ
て
合
拗
長
音
で
も
表
音
的
な
表

記
傾
向
が
少
な
か
ら
ず
期
待
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

合
拗
長
音
表
記
に
つ
い
て
は
既
に

出
雲

（
一
九
六

一
）
に
字
音
語
の
調

査
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
字
音
語

の
再
調
査
も
含
め
、
前
掲

（
２
）
の

類
を
悉
皆
調
査
し
た
。
用
例
は
論
語

本
文
の
訓
点
部
分

（以
下
、
訓
点
）

と
仮
名
抄
部
分

（以
下
、
仮
名
抄
）
に
分
け
、
各
音
節
の
行
ご
と
に
区
分
し

た
。
そ
の
結
果
が

【表
５
】
で
あ
る

（以
下
、
歴
史
的
字
音
仮
名
遣
い
は

〈　
〉
、
本
書
の
用
例
は

「　
」
で
表
記
す
る
）
。

【表
５
】
か
ら
明
白
な
の
は
、
唇
音
の
バ

。
パ

・
マ
・
ハ
行
に
は
ｅ
ウ
し

か
現
れ
な
い
点
で
あ
る
。
字
音
語
で
は
、
バ
行
に
廟

・
店

〈
ベ
ウ
〉
の
二
字
、

パ
行
に
瓢

〈
ヘ
ウ
〉
の

一
字
が
現
れ
る
が
、
訓
点

。
仮
名
抄
い
ず
れ
に
お
い

て
も
、
本
来
の
字
音
仮
名
遣
い
で
あ
る
ｅ
ウ
の
ま
ま
現
れ
る
。

レ
♭
ｋ
Ｌ
】

／

コ
ト
モ
シ
ク

ハ
ク

ワ
■

ト
ウ
セ

ン
ニ
〈

（‐５
）
ａ
　
一ホ
廟
之
事

如

金
日
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
六
３３
ウ
）

ｂ
　
ソ
ウ
ベ
ウ
ノ
コ
ト
ヽ
ワ
人
君
マ
ツ
リ
ノ
コ
ト
ナ
リ
　
（巻
六
３３
ウ
）

ツ
タ
ン
ノ
　
ン
‐
‐
′ｒ
ｒ
Ｐ
レ
■
ン

Ｃ
　

一
箪

食

一
瓢

飲

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（巻
三
２０
３

ま
た

ハ
行

で
は
、
瓢

〈
ヘ
ウ
〉
、
憑

〈
ヒ
ヨ
ウ
〉
の
二
字
が
あ
る
が
、
こ

の
行
で
は
本
来
ｉ
ヨ
ウ
の
憑
ま
で
も
が

ｅ
ウ
で
記
さ
れ
て
い
る

（
１６
ｂ
‐
ｃ
）
０

（
‐６
）
ａ
　
夕

ヽ
コ
レ

一
ツ
ヘ
ウ
タ
ン

一
ツ
ト
ハ
カ
リ

　

　

　

（巻
三
２０
ゥ
）

ホ
ウ

コ

Ｋ
Ｌ
ヒ
″
′
シ
ス
ト
モ
　
　
ナ
カ
ラ
ン
ク
■
モ
ノ
ニ
＾
ワ
レ
フ
　
セ
ツ
ク
ミ

ｂ
　
子
日
暴
虎
憑
河

死

而
無

レ
悔

者

五
口
不
レ
興
也
　
（巻
四
３２
オ
）

ｃ
　
大
河
ヲ
舟
ナ
ク
シ
テ
ワ
タ
ル
ヲ
ヘ
ウ
ガ
ト
云

　

　

（巻
四
３２
オ
）

と
こ
ろ
が
対
照
的
に
、
ガ
行
で
は
ｉ
ヨ
ウ
が
著
し
く
、
尭

〈
ゲ
ウ
〉
、
業

〈ゲ

フ
〉
の
二
字
が
あ
り
な
が
ら
、

ｅ
ウ
は

（
１７

ａ
）
前
半

の

「
尭
」

一
例

の
み
で
、
残
る
発
九
例
、
業
二
例
は
す
べ
て
ｉ
ヨ
ウ
で
し
か
現
れ
な
い
。

フ
キヽ
ナ
ルカ
ナ
”睛κ‘
　
　
ク
ル
コト　
キ
ミ　　　
キ
　
　
コト
ン
テ
タ
テヽ
ン
フ　ス
　
フ
■ヽ
ナ
リ
ト
タ
ヽ

（
‐７
）
ａ
　
子
日

大

哉
　
尭

之

為

レ
君
也
魏
々

乎

唯
天

為
レ

大
　
唯

尭

則
　
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
四
４９
ウ
）

ｂ
　
学

業

ユ
タ
カ

ニ
タ
ル
ト
キ

ハ
　

　

　

　

　

　

　

（巻
十
３２
ウ
）

そ
し
て
サ
行
で
も
同
様
に
ｉ
ヨ
ウ
が
過
半
数
を
占
め
る
。

ｅ
ウ
が
ｉ
ヨ
ウ

で
現
れ
る
例
は
、
少
、
小
、
召
、
市
、
昭
の
五
字
種
二
十
例

（訓
点
二
四
、



仮
名
抄
六
）
あ
る
が
、
う
ち
二
六
例

（訓
点
二
二
、
仮
名
抄
四
）
ま
で
が

（
‐８
）
の
よ
う
に
ｉ
ヨ
ウ
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

（
‐８
）
ａ
　
小
童

ハ
ヨ
ウ
シ
ヨ
ウ
ノ
名
ナ
リ
　
　
　
　
［幼
少
］
（巻
八
５６
オ
）

ｂ
　
陳
司
敗

間

昭

公
知
レ
證

乎
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
四
３９
オ
）

こ
う
し
た
行
に
よ
る
表
記
差
は
、
助
動
詞
ウ

・
ウ
ズ
ル
の
後
接
例
に
も
確

認
で
き
、

マ
行
下
三
段
動
詞
で
は

（
１９
）
の
よ
う
に
ｅ
ウ
と
な
る
も
の
の
、

サ
変
動
詞
で
は

（
２０
）
の
よ
う
に
ｉ
ヨ
ウ
と
な
る
。

（
‐９
）

モ
シ
ヰ
マ
ヽ
テ
シ
タ
ラ
ン
コ
ト
フ
ア
ラ
タ
メ
ゥ
カ
　
　
（巻

一
Ｈ
ウ
）

（
２０
）

容
只

ハ
ヨ
ケ
レ
ド
モ
ナ
ニ
モ
シ
ヨ
ウ
ハ
仁
道
カ
ケ
タ
リ
（巻
十
３３
オ
）

以
上
を
要
す
る
に
、
バ

・
パ

・
マ
・
ハ
行
で
は

ｅ
ウ
が
頻
用
さ
れ
、
ガ
行

及
び
サ
行
で
は
ｉ
ヨ
ウ
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
『
日

葡
辞
書
』
で
γ
、
ヨ
‐
に

お
０
を
多
用
し
、
∞
γ

に

よ
ｏ＞
を
頻
用
し
、
サ
行

の
￥

で
は
拗
長
音
を
表
す

ｘ
Ｏ
を
専
用
し
て
い
た
表
記
傾
向
と
通
じ
る
。

出
雲

（
一
九
六

一
）
は
、
本
書
の
合
拗
長
音
表
記
が
当
時
の
支
配
的
な

ｅ

ウ
表
記
と
は
反
対
方
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
当
時
の
発
音
に
近
く
表
記
し

よ
う
と
し
た
」
２

一
八
頁
）
と
解
釈
し
、
中
で
も
バ

・
ハ
行
に
ｉ
ヨ
ウ
が

無
い
の
は
こ
れ
ら
の
行
で
拗
長
音
化
が
遅
れ
て
い
た
た
め
と
推
定
す
る
が
、

『
日
葡
辞
書
』
の
分
布
と

一
致
す
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
こ
の
見
解
は
支
持

さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お

ｅ
ウ
の
拗
長
音
化
完
了
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

鎌
倉
時
代
以
前

（迫
野

一
九
六
八
）
、
或
い
は
室
町
初
期
ま
で

（高
松

一
九

七

一
）
と
す
る
な
ど
諸
説
あ
る
が
、
仮
に
拗
長
音
化
が
完
了
し
て
い
た
と
し

て
も
、
こ
う
し
た
行
に
よ
る
書
き
分
け
が
現
れ
る
に
は
何
ら
か
の
拠
り
ど
こ

ろ
が
あ

っ
た
と
想
定
せ
ね
ば
難
し
く
、
し
か
も
そ
の
分
布
が
資
料
性
の
異
な

る

『
日
葡
辞
書
』
と

一
致
す
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
本
書

は
発
音
に
基
い
て
記
さ
れ
た
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
分
布

結
果
か
ら
推
測
す
る
な
ら
ば
、
合
拗
長
音
で
は
頭
子
音
の
差
に
よ
る
拗
長
音

化
の
遅
速
が
あ
り
、
唇
音
で
は
遅
れ
、
ガ
行
軟
口
蓋
音
や
サ
行
歯
茎
音
で
は

進
行
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

五

・
二

『
杜
詩
続
翠
抄
』

前
節
の
資
料
と
同
傾
向
を
示
す
書
は
全
二
十
巻
写
本
の

『
杜
詩
続
翠
抄
』

で
あ
る
。
成
立
は
永
享
九

［〓
鶴
］
年
か
ら
お
よ
そ
嘉
吉
三

［て
お
］
年
、

江
西
龍
派

口
鶴
Ｔ
ド
ｔ
Ｂ

の
講
義
を
元

に
臨
済
宗

一
山
派

の
文
叔
真
要

［生
没
年
未
詳
］
が
抄
し
た
現
存
最
古
の
杜
詩
注
釈
書

で
あ
る

（太
田

一
九

九
九
）
。
本
書
に
は
助
動
詞
ウ

・
ウ
ズ
ル
の
用
例
が

一
定
量
見
え
、
そ
の
中

に
は
、
「非
標
準
的
な
」
オ
段
拗
長
音
表
記
が
現
れ
る
こ
と
が
高
見

（
一
九

七
七
）
に
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
次
の
よ
う
な
サ
行
に
偏
在
し
て

い
る
。

（
２‐
）
ａ
　
ィ
ヵ
二
肖
メ
ソ
シ
ョ
ゥ
ス
ラ
ウ
ヤ
カ
テ
帰
レ

　

（巻

一
五
３２
ウ
）

ｂ
　
況
満
身
病
又
老
後
ナ
ニ
ト
我

ヲ
シ
ヨ
ウ
ソ
　

　

　

（巻
十
５
オ
）

こ
れ
ら
の

「
シ
ヨ
ウ
」
が
、
現
代
語
の
よ
う
な

「
シ

・
ヨ
ウ
」
で
は
な
く
、

拗
長
音
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
次
の

「
参
ら
せ
う
」
の
例
か
ら
も
窺
え
る
。

（
２２
）
ａ
　
王
三
盃
ノ
ア
ヶ
ク
ニ
タ
堂
ヲ
葺
テ
マ
イ
ラ
シ
ヨ
ウ
ト
云
テ
（巻
八
３‐
ゥ
）

ｂ
　
北
狭
ヲ
滅
シ
テ
マ
イ
ラ
シ
ヨ
ウ
ト
申
ス
ホ
ト
ニ

（巻

一
六
１０
ウ
）

上
記
の
例
に
対
し
、
他
の
頭
子
音
で
は
、
ｉ
ヨ
ウ
と
し
た
例
は
現
れ
な
い
。



（２３
）
ａ
　
ナ
サ
ケ
カ
ケ
ウ
ス
者

ハ
ナ
サ
ケ
ヲ
カ
ケ
イ
テ
　
　
　
（巻
四
１６
オ
）

ｂ
　
菊

ニ
ト
カ

ハ
無

ス
ン
テ
ニ
ト
カ
メ
ウ
ト
シ
タ
ョ

（巻

一
五
３６
オ
）

ｃ
　
ナ
ニ
ト
テ
贈
タ
ソ
ク
レ
ウ
ト
云
テ
　
　
　
　
　
　
　
（巻
八
３‐
ゥ
）

既
出
の
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
で
の
記
述
（
５
×
７
×
８
）
と
照
合
し
て
も
、
サ

変
動
詞
で
は

ｘ
Ｏ
（
せ
う
）
、
ヨ
鶴
“
ｘ
ｏ＞
（ま
ら
せ
う
）
と
拗
長
音

で
記
す
の

に
対
し
、
他
の
頭
子
音

で
は
工
段
音
を
残
す

お
０
で
表
記
す
る
と
い
う
内
容

に
等
し
い
現
れ
方
を
し
て
い
る
。
助
動
詞
ウ

・
ウ
ズ
ル
が
後
接
す
る
場
合
に

も
、
や
は
り
頭
子
音
の
差
に
よ
り
、
拗
長
音
化
し
や
す
い
も
の
と
し
に
く
い

も
の
が
あ

っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
結
果
が
現
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

工（
　
解
釈

以
上
、

ロ
ー
マ
字
本
キ
リ
シ
タ
ン
資
料

で
の
お
０
・
‐δ
と
、
抄
物
二
書

で
の
ｅ
ウ

。
ｉ
ヨ
ウ
の
分
布
を
対
照
さ
せ
る
と

【
図
２
】
の
よ
う
に
な
る
。

【
図
２
】
か
ら
は
、
‐８

と

ｅ
ウ
、
‐δ
と
ｉ
ヨ
ウ
が
ほ
ぼ
並
行
的
に
出
現

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
唇
音
で
は
お
０
と

ｅ
ウ
が
頻

出
す
る
が
、
ダ
行
歯
茎
音
や
ガ
行
軟
口
蓋
音
で
は

，８

や
ｉ
ヨ
ウ
表
記
が
目

立
ち
、
一Ｚ
何
歯
茎
音
と
力
行
軟
口
蓋
音
は
そ
の
中
間
に
あ

っ
て
、
極
端
な
偏

り
は
な
い
。

以
上
か
ら
す
る
と
、
‐８

Ｙ
く
ｏ
ｏ
の
拗
長
音
化

で
は
、
橋
本

（
一
九
二

八
）
が
指
摘
し
た
通
り
、
音
節
頭
子
音
の
差
に
よ
り
進
行
の
遅
速
が
あ

っ
た

と
推
測
さ
れ
る
。
歯
茎
音

（
ラ
行
以
外
）
で
は
い
ち
早
く
拗
長
音
化
が
完
了

し
て
い
た
た
め
に
ｏ
，
ｐ
咀
ｏ＞
の
よ
う
な
拗
長
音
表
記
が
採
ら
れ
、
ま
た
ガ

行
軟
口
蓋
音
も
同
理
由
か
ら

∞
ｃ
８
が
頻
用
さ
れ
た
が
、
唇
音
で
は
遅
れ
て

い
た
た
め
に
‐δ

よ
り
も

お
ｏ＞
が
優
先
さ
れ
、
力
行
軟
口
蓋
音

・
ラ
行
歯
茎

音
で
は
拗
長
音
化
の
過
渡
期
に
あ

っ
て
お
０
と

，δ

の
い
ず
れ
も
が
用
い
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【図 2】 ローマ字本キリシタン資料と抄物における合拗長音表記の対照

匡 王 ∃ □ E亘
歯茎 軟口蓋

キリシタン で0多  ℃0少  
“

多

抄物  eゥ 多  回 回

【図 3】 ローマ字本キリシタン資料での合開拗長音表記と開拗長音表記の対照

頭子音

調音点 歯茎  軟口蓋

合拗長音 本員」表記‐eo多  ‐eo少  ‐iO多

開拗長音

硬口蓋化 ←一―――不完全硬□蓋化――――→
―
完全硬□蓋化一一→

□ おのみ

頭子音

調音点

を|l  x    i   ch   nh

歯茎

g■  x   j  ch  nh

歯茎

異例表記 ―eё 多



こ
う
し
た
合
拗
長
音
表
記

お
０
１
８

は
、
【
図
３
】
の
通
り
、
開
拗
長
音

表
記

お
０
１
６

の
分
布
と
ほ
ぼ
並
行
的
に
現
れ
て
い
る
。

工
段
音
の
残
存

を
示
す

お
０
と

お
０
は
不
完
全
硬
口
蓋
化
を
起
こ
す
頭
子
音
に
、
拗
長
音
を

示
す

‐６
と

‐技

は
完
全
硬
口
蓋
化
を
生
じ
る
頭
子
音
に
偏
在
す
る
。
す
な

わ
ち
合
拗
長
音

お
Ｏ
ｉ
δ
、
開
拗
長
音

‐＆

ｉ
＆

は
、
共
に
硬
口
蓋
化
の
差

を
反
映
し
て
お
り
、
そ
の
出
現
分
布
は
、
両
者
が
体
系
立

っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

注（１
）

竹
村

（改
稿
中
）
に
詳
述
。
本
稿
三

。
二
節
に
概
略
を
記
す
。

（２
）

日
δ
～
ヨ
８

（見
う
）、
●
８
～
一３
０
（生
け
う
）
の
よ
う
な

「上

一
・

上
二
段
動
詞
十
助
動
詞
ウ

・
ウ
ズ
ル
」
で
も
ｉδ
～
，８

で
ゆ
れ
る
例
が
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
は
本
文

（２
）
の
‐
ｏ
」
Ｙ
く
０
０
の
拗
長
音
化
に
お
け
る

ゆ
れ
と
は
異
な
る
要
因
に
属
す
る
た
め
調
査
対
象
外
と
し
た
。
な
お

『
日
葡

辞
書
』
で
は
こ
の
類
が

『平
家
』
二
〇
七
頁
か
ら
の
引
用

一
例
の
み
で
あ
る

た
め

（森
田

一
九
八
〇

・
八
四
九
頁
参
照
）、
調
査
結
果
に
は
影
響
し
な
い
。

ま
た
、
‐８

で
し
か
現
れ
な
い
く
８ヽ
〓

（憂
ふ
る
）
と

「下
三
段
動
詞
十

助
動
詞
夕

（ダ
と

も
調
査
か
ら
除
外
し
た
。

（３
）

０
一ｇ
●
２

全
父
会
、
〓
頁
）
は
，
ｏ，０
●
営
の
誤
り

（橋
本

一
九
二
八
）。

（４
）

上
二
段
動
詞

・
下
二
段
動
詞

・
サ
変
動
詞
を
指
す
。

（５
）

ハ
行
以
外
の
四
段
動
詞
、
及
び
ナ
変
動
詞
を
指
す
。

（６
）

こ
れ
に
加
え
、
当
時
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
一
と
ｏ
を
通
用
す
る
表
記
慣
習

が
あ
っ
た
こ
と
も
お
０
‥
δ
に
音
声
差
を
認
め
な
い
遠
因
と
な
っ
て
い
る
。

森
田
説
と
同
見
解
に
は
、
福
島

（
一
九
七
九
）
等
が
あ
る
。

（７
）

参
考
に
他
の
邦
訳
も
掲
げ
る
。
「Ｄ
８
，
ょ
り
は
Ｏ
δ
と
言

っ
て
自
を
以
て

発
音
し
た
方
が
よ
い
．」
（土
井

一
九
六
〇
）、
「０
８

よ
り
は
０
８
と
、
い
に

発
音
し
た
方
が
ま
さ
っ
て
い
る
。
」
（亀
井

一
九
七
三
）。

（８
）

『
日
本
大
文
典
』
（巻
二

・
ヽ
Ｃ

で
は
、
ｏ
，
ｐ
Ｌ
Ｏ
を
、
↓
８
・
０
８

又
は

↓
〓
８
´
０
す
ｏｏ，
の
よ
う
に
発
音
す
べ
き
で
あ
る
と
記
す
。
こ
の
記
述
に
つ
き

亀
井

（
一
九
三
七
）
は
、
殊
に

「捨
て
う

（ず
と

「出
う

（ず
と

の
よ
う

な
未
来
形
で
は
何
時
ま
で
も
語
幹
意
識
が
働
い
て
、
こ
の
よ
う
に
完
全
に
ア

フ
リ
カ
ー
タ
化
し
得
ぬ
場
合
が
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
本
稿
も
こ
れ
を
支
持

す
る
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
で
は
ウ

・
ウ
ズ
ル
も
含
め
夕
行
全
般
に
３
ｏ

を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
以
下
ｏ
す
０
で
統

一
し
て
扱
う
。

（９
）

他
、
５
す
０
［寝
う
］
↑
令
篇

「∪
ｕ
し
、
ユ
ニ
ｇ
Ｆ
督
進
ぜ
う
ず
、
※
０
は

０
の
誤
り
］
（本
篇

「『
ｃ
ｘ
一”
〓
，
Ｐ
ｒ
ど
Ｌ
∞
●
す
と
）
の
二
例
も
存
在
す
る
。

語
根
末
が
歯
茎
音

ｎ
の
際
に
も
拗
長
音
化
す
る
の
は
、
本
稿
の
結
論
と
も
饂

幅
を
き
た
さ
な
い
。

（１０
）

「完
全
硬
口
蓋
化
」
「不
完
全
硬
口
蓋
化
」
の
用
語
と
そ
の
説
明
は
、
神
山

（
一
九
九
五

・
七
九
―
八

一
頁
、　
一
四
八
―
一
四
九
頁
）
に
拠
る
。

（Ｉ
）

調
査
に
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ボ
ー
ド
レ
イ
文
庫
本
影
印

（勉
誠
社
、

一
九
七
三
年
）
を
使
用
。
オ
段
拗
長
音
部
分
に
開
合
の
誤
り
を
含
む
用
例
は

除
外
し
た
。

（‐２
）

マ
は
、
熟
語
の
後
部
要
素
で
音
形
が
変
化
す
る
も
の
に
現
れ
や
す
い
が
、

ロ
ー
マ
字
本
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
で
は
、
な
ぜ
か
ぼ
ｏ
８

（
一
俵
）
の
よ
う
に

，８
を
と
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
規
則
性
が
何
に
拠
る
の
か
不
明
の
た
め
、

以
下
、
や

は
考
察
か
ら
除
く
。

（‐３
）

除
外
し
た
用
例
は
、
本
文

（２
ｂ
ｌ
ｃ
）
の
類
、
計
２２
例
。
内
訳
は
、
見

出
し
語
４

（
ウ
音
便
が
７
１
例
、
∞
ｃ
，３
例
）、
説
明
文
１８

（
ウ
音
便
が
γ

ｌ
例
、
∞
“
‘２
例
。
下
二
段
動
詞
へ
の
ウ
・
ウ
ズ
ル
の
後
接
例
が
亨
３
例
、

∞
ｒ
ｉｌ
例
、
Ｐ
５
例
、
『，６
例
）。　
　
　
　
；
ヨ

（・４
）

ｉ
ヨ
ウ
は
１１
例
だ
が
、
内
訳
は
四
語

（接
輿
７
、
少
連
１
、
召
忽
２
、
少

者
１
）
し
か
な
く
、
し
か
も
特
定
の
人
名
に
偏
っ
て
い
る
点
に
注
意
さ
れ
る
。

（‐５
）

こ
う
し
た
遅
速
に
つ
い
て
は
、
今
泉

（
一
九
六
八
）
も
言
及
し
て
い
る
。



調
査
文
献

（日
葡
辞
書
以
外
は
五
十
音
順
に
排
列
。
傍
線
部
が
略
称
名
）

キ
リ
シ
タ
ン
資
料

一
『
日
葡
辞
書
』
（勉
誠
社
）、
『邦
訳
日
葡
辞
書
』
（岩
波
書

店
）、
『天
草
版
伊
曾
保
物
語
』
（勉
誠
社
）、
『金
句
集
四
種
集
成
』
（勉
誠
社
）、

『天
草
版
平
家
物
語

（上
と

『同

（下
と

（勉
誠
社
）
、
『
キ
リ
シ
タ
ン
版
ヒ
イ
デ

ス
の
導
師
』
（清
文
堂
出
版
）、
『
コ
リ
ャ
ー
ド
懺
悔
録
』
（風
間
書
房
）、
『
コ

リ
ャ
ー
ド
日
本
文
典
』
（風
間
書
房
）、
『
コ
ン
テ
ム
ツ
ス
・
ム
ン
デ
』
（勉
誠
社
）、

『
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
』
（勉
誠
社
）、
『
ス
ピ
リ
ツ
ア
ル
修
行
の
研
究
　
影
印

。
翻

字
篇
』
（風
間
書
房
）、
『
ど
ち
り
な
き
り
し
た
ん
総
索
引
』
（風
間
書
房
）
［略
称

名

¨
ド
チ
リ
ナ

（８
８
年
と
、
『
日
本
小
文
典
』
（新
人
物
往
来
社
）、
『
日
本
大

文
典
』
曾
一省
堂
）、
『
日
本
文
典
』
（勉
誠
社
）、
『文
禄
元
年
天
草
版
吉
利
支
丹
教

義
の
研
究
』
別
冊

（東
洋
文
庫
）
［略
称
名

¨
ド
チ
リ
ナ

（３
廊
年
と
、
『
羅
葡

日
対
訳
辞
書
』
（勉
誠
社
）
抄
物

¨
績
抄
物
資
料
集
成

『杜
詩
続
翠
抄

（
こ
』

『同

公
し
』
『同

公
こ
』
（清
文
堂
出
版
）、
コ
舶
語
砂
』
成
貸
堂
叢
書
第
十
篇

（民
友
社
）

主
要
参
考
文
献

太
田
享

（
一
九
九
九
）
「
杜
詩
続
翠
抄
』
に
つ
い
て
」
岡
村
貞
雄
博
士
古
稀
記
念

中
国
学
論
集
刊
行
会
編

『岡
村
貞
雄
博
士
古
稀
記
念
中
国
学
論
集
』
白
帝
社

出
雲
朝
子

（
一
九
六

一
）
「成
賓
堂
本
論
語
抄
に
お
け
る
オ
段
拗
長
音
の
表
記
に

つ
い
て
」
『未
定
稿
』
九

今
泉
忠
義

（
一
九
六
八
）
『
日
葡
辞
書
の
研
究
　
立曰
韻
』
桜
楓
社

神
山
孝
夫

（
一
九
九
五
）
『
日
欧
比
較
音
声
学
入
門
』
鳳
書
房

亀
井
孝

（
一
九
二
七
）
「室
町
時
代
末
期
に
お
け
る
多
行
音
の
口
蓋
化
に
つ
い
て
」

『方
言
』
七
―
七

―
―
―
解
説

（
一
九
七
三
）
『
日
葡
辞
書
』
勉
誠
社

阪
田
雪
子

（
一
九
五
五
）
「天
草
版
伊
曾
保
物
語
に
お
け
る
オ
段
拗
長
音
の
ロ
ー

マ
字
綴
字
法
を
め
ぐ
っ
て
」
『東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
』
三
―
五

迫
野
虔
徳

（
一
九
六
八
）
「仮
名
文
に
お
け
る
拗
音
表
記
の
成
立
」
コ
”文
研
究
』

一
一エハ

高
羽
五
郎
編

（
一
九
五
〇
）
「付
録
」
『
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
　
翻
字
編
』
二
巻
二
、

国
語
学
資
料
刊
行
所

高
松
政
雄

（
一
九
七

一
）
「
オ
段
拗
長
音
」
『国
語
国
文
』
四
〇
―
七

高
見
三
郎

（
一
九
七
七
）
「杜
詩
の
抄
の
こ
と
ば
―
―
表
記

・
音
韻
を
中
心
に

―
―
」
『国
語
国
文
』
四
六
―
四

竹
村
明
日
香

（改
稿
中
）
「
日
葡
辞
書
の
開
拗
長
音
」
未
公
刊

土
井
忠
生

（
一
九
四
二
）
コ
ロ利
支
丹
語
学
の
研
究
』
靖
文
社

―
―
―
―

（
一
九
六
〇
）
「解
題
」
『
日
葡
辞
書
』
岩
波
書
店

橋
本
進
吉

（
一
九
二
八
）
軍
口利
支
丹
教
義
の
研
究
』
東
洋
文
庫

福
島
邦
道
解
説

（
一
九
七
九
）
『
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業

翻
字

・
研
究
篇
』
勉
誠
社

森
田
武

（
一
九
五
五
）
コ
ロ利
支
丹
資
料
の
ロ
ー
マ
字
綴
―
―
日
葡
辞
書

・
ロ
ド

リ
ゲ
ス
大
文
典
を
中
心
と
し
て
―
―
」
『国
語
学
』
二
〇

―
―
―

（
一
九
八
〇
）
「補
説
」
『邦
訳
日
葡
辞
書
』
岩
波
書
店

―
―
―

（
一
九
九
二
）
『
日
葡
辞
書
提
要
』
清
文
堂
出
版

吉
田
澄
夫

（
一
九
二
七
）
「天
草
版
金
句
集
の
発
音
に
つ
い
て
」
『
日
本
語
の
音

一戸
』
エハ

付
記
本
研
究
は
、
財
団
法
人
松
下
幸
之
助
記
念
財
団
よ
り
二
〇

一
一
年
度
の
研
究
助
成

（助
成
番
号

一
〇
‐
〇
四
〇
）
を
受
け
て
い
る
。

（
た
け
む
ら

ｏ
あ
す
か
　
本
学
博
士
後
期
課
程
）


